






【要約】前年度は、中高年の高血圧発症と妊娠中毒症(中毒症と略)との関係を検討するた

め、10-20 年前に分娩した婦人を対象として、妊娠-分娩時の状態と、アンケート調査に

よる現在の健康状態を検討した。その結果、現在の高血圧と関係する因子としては、中毒

症の既往、高血圧素因保有者および子宮内胎児発育遅延(IUGR)が抽出された。現在の高血

圧を目的変量とした重回帰分析でも高血圧素因と IUGR の寄与が有意に高かった。

本年度は、現在高血圧を発症している中高年婦人(現在高血圧群)および高血圧のない中高

年婦人(正常血圧群)を対象に中毒症の既往、その後の生活上の注意、現在の生活上の相違

について検討した。

その結果、現在高血圧群では、正常血圧群に比して、中毒症の既往、高血圧素因保有率が

有意に高率であった。そこで、中毒症既往婦人(n=46)について現在高血圧群(n=22)と正常

血圧群(n=24)の BodyMassIndex(BMI)を比較したところ、現在高血圧群では正常血圧群に

比して BMIが有意に高値であった(24.4±0.9vs22.9±0.6:Mean±SE,P<0.05)。また、中毒

症既往婦人を高血圧素因保有者と素因のない婦人に分類し検討すると、高血圧素因を有す

る中毒症既往婦人では高血圧素因のない中毒症既往婦人に比べて中高年の高血圧発症率が

有意に高率であった。高血圧素因のある中毒症既往婦人の BMI を検討したところ、現在高

血圧群では正常血圧群に比べて有意に高値を示した。さらに高血圧素因のない中毒症既往

婦人の BMIは現在高血圧群では正常血圧群に比べて有意に高値を示した。

以上の成績より、中毒症の既往のある婦人では、高血圧素因の有無が高血圧の発症を予測

する因子となり、さらに体重増加が正常にコントロールされれば中高年の高血圧発症を予

防できる可能性が示唆された。


